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九
月
議
会
で
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
「
平
成
二
十
年
度
各
会
計
決
算

議
案
委
員
長
報
告
」
が
行
わ
れ
、
久
永
良
一
議
員
の
反
対
討
論
の
後
、
採
決
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
報
告
の
要
約
文
と
討
論
の
要
旨
を
紹
介
し

ま
す
。

決
算
議
案
委
員
長
報
告
と

　
　
　
　
　
　

報
告
に
対
す
る
反
対
討
論

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
二
十
年
度
決
算
議
案
十
件
を
審
査
し
た
。
一
般
会

計
決
算
議
案
の
う
ち
総
務
文
教
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
市
税

の
不
納
欠
損
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
認
定
と

し
た
。

　

公
共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
決
算
議
案
、
六
件
の
各
財
産
区
会
計
決
算
議
案
及

び
二
件
の
各
奨
学
金
特
別
会
計
決
算
議
案
は
、
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
認
定
と

し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
決
算
議
案
五
件
を
審
査
し
た
。ま
ず
、「
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」

の
う
ち
厚
生
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
、「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
」、「
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
及
び
「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
は
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
と
し
、「
老
人
保
健
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
は
、
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
認
定
と
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
決
算
議
案
二
件
、
継
続
審
査
中
の
議
案
一
件
を
審
査
し

た
。
議
案
第
二
十
五
号
で
は
、
平
成
二
十
年
度
事
業
の
進
捗
状
況
や
課
題
、
今
後
の

事
業
方
針
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
後
、
賛
成
多
数
で
認
定
と
し
た
。
議
案

育
、
く
ら
し
、
景
気
対
策
な
ど
、
真
に
必
要
な

事
業
、
対
策
に
適
確
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た

い
く
つ
か
の
問
題
が
決
算
の
中
に
あ
る
。
済
ん

だ
こ
と
だ
か
ら
「
仕
方
が
な
い
」
で
、
う
や
む

や
に
し
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。そ
こ
で
、

次
の
予
算
執
行
、
施
策
に
反
対
討
論
を
行
っ

た
。　
①
ア
ル
ネ
関
係
の
三
億
七
千
万
円　

②
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
関
係
の
二
億
八
千
万
円　

③
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
関
係
三
千
万
円　

④
学
校

校
務
員
の
学
校
現
場
か
ら
の
引
き
上
げ　

⑤
全

国
学
力
テ
ス
ト
参
加　

⑥
学
校
選
択
制　

⑦
機

構
改
革　

⑧
苫
田
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
広
域
水

道
企
業
団
負
担
金
三
億
円　

⑨
住
基
ネ
ッ
ト
関

連
四
百
四
十
三
万
円

　

市
長
、
議
会
の
判
断
、
間
違
っ
た
施
策
に
よ

り
、
今
日
、
市
民
を
苦
し
め
た
り
、
市
の
財
政

運
営
上
で
か
な
り
支
障
が
起
き
市
民
福
祉
や
教

筋
を
通
し
間
違
っ
た
施
策
に
反
対

筋
を
通
し
間
違
っ
た
施
策
に
反
対

　

決
算
議
案
七
件
に
つ
い
て
、
十
月
二
十
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を

し
た
。

　

議
案
第
二
十
五
号
の
う
ち
建
設
水
道
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
、
議
案
第
三

十
号
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
五
号
、
第
三
十
六
号
、
第
四
十
四
号
及
び
第
四
十
五

号
は
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
認
定
と
決
し
た
。　

　

住
宅
新
築
資
金
等
の
収
納
や
市
営
住
宅
の
家
賃
の
納
付
指
導
に
つ
い
て
の
要
望
、

並
び
に
道
路
舗
修
や
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
設
置
申
請
に
早
急
な
対
応
を
要
望
し
た
。

第
二
十
七
号
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
認
定
と
し
た
。
ま
た
、
継

続
審
査
中
の
議
案
第
十
八
号
に
つ
い
て
も
、
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
と
し
た
。

久
永
良
一

日
本
共
産
党
津
山
市
議
団


